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Vadhala　Srautasittraに記述されるPi認apitrya舞a＊

野　田　智　子

1　Vadhitla　Srautasgtra

　古代インドの祭式文献であるVadhalaSS。の概究は，　W．　Calaltd　l922－1928に始まり，M．

Witzel　l975，　A．　Parpola　l984，　M．　Sparreboom＆J．　C．　Heesterman　l989，　B．　B．　Chaubey　l993へ

と続く。そして近年の井狩彌介教授による薪写本発見によって概究状況は飛躍し，より正確

な批判的校訂本が現在準備されつつある1｝。

　当テキストはTaittiriya派に属する厚層の§rautasOtraである。瞬派のなかで最：古層の

BaudhSS．中心部分よりやや新しく，そしてBaudhSS．のDvaidhasatra，　Karmantastitra及び新

Taittiriya派の9rautasatraに先立つという位置付けが与えられている2）。内容・言語ともに

他の文献には見られない興味深い問題を多く孕んでいるが3｝，当稿では儀礼規定の内容面を

検討する。

g　Pipeapiegyajfia

　新月満月祭Dar§aparBam2sa（以下DP）に挿入される橿先儀礼はPinqapit：yajfiaとして知

られている4｝。飯の供物s）が必ずしもpindaとは呼ばれていない場合もあるが，当稿において

も便宜上この祖先儀礼をPirldapit智yajfia（以下PPY）と呼ぶ。

　V2dhitlaSS．のPPYについて述べる前に，他の文献に記される当儀礼を一瞥しておきたい。

PPYはgghya祭式的な側面を呈しつつも6｝，Srauta祭の基本型勲rakζtiであるDPに組み込ま

れる独立した7）祭式として￥fr　Taittiriya派以降の9rautasiftraに記述されている。　PPYは毎

月新月Hの午後に行われる。当祭式の中心部分は，ヨ代の祖霊達を祭場に招いて飯・鍋墨・

軟膏・衣の供物をそれぞれに捧げるという賓客歓待に似た儀礼である。祭場の地面に木刀に

よって一一本の線が引かれ，さらにその上に草が撒かれるが，これが供物を置く祭壇の役Eを果

たす。また中心儀礼に先立って，神々に対する飯の献供も行われる。

　祭式行為の順序は文献によって異なる場合があり，また細目に至っては文献問の差異は枚

挙にいとまが無い。しかし，祭式の骨子は各文献に共通する。以下に，Taittiriya派最古層の

§rautasittraであるBaudhSS．3章8｝に記されるPPYの基本構造を示す。この溝造は，

TBr．，SBr．および他のSrautasittraにもある程度共通するものである。但し下線部の行為のみ

はその例外である。N－c，　M－dともにBaudhSS．のPPYには記されないもので，賑一dの位置
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付けはSBr．から補ったものである。　SBr．では書及されないhi・一。をこれに先行させたが，　HI

－dの直前にM－cが行われるという前後関係を，vadhitla＄S．よりも薪しい文献から補ったた

めである9）。この二つの規定は飽くまで便宜上この基本型に撫えたものであり，当稿に於い

てそれらを記号で書及する際にも（）を附す。

　BaudhSS．に記されるPPYの基本構造

　　　　L準備

　　　　　　a．祭式道具を配置する

　　　　1　．caruを神々に献供する儀礼

　　　　　　a．聖血をpracinavitalo）にする

　　　　　　b．米を注ぎ擬す

　　　　　　c．米を脱穀する

　　　　　　d，米からcaruを調理する

　　　　　　　（9－b．pi⑩aを置く線を引く　11｝）

　　　　　　e．聖紐をya海◎pavltaiO）にする

　　　　　　f．mek＄agai21を覆いてcaruを火中に献供する13｝

　　　　　　9　．meksagaを火に投じる

　　　　9．pl鱒aを祖霊達に捧げる中心部分

　　　　　　a。糖質をpracinavitaの陶きに付け替える

　　　　　　b　．pi￥daを置く線を引く14｝

　　　　　　C．　．線に水をかける

　　　　　　d．線に祭火から取り出した燃え木を概く

　　　　　　e．線にdarbha草を撒き，水で清める一祖霊達の食前のavanelana

　　　　　　f，線にp組⑫を幽く

　　　　　　9．p恥qaに背を向ける

　　　　　　h．体の向きをもとに戻す

　　　　　　i．caruを嗅ぐ

　　　　　　j，水を注ぐ一根霊達の食後のavanejana

　　　　　　k．楽章・軟蕾を供える

　　　　　　1．衣15）を供える

　　　　　　M．namaskara

　　　　　　n．男子の誕生を乞う

　　　　　　Q，祖霊達を送り繊す

　　　　　　P．manasを呼ぶ

　　　　　　q．p二選aを処理する

　　　　　　r．春野を火に投じる

　　　　　　s．道具を片イ寸ける

　　　　　　t．聖紐をyajrtopaviitaに戻す



V盃dh創a　Srautasfitraに言己述されるP再¢ap託tζyaj五a 41

　　　　　　u．ブラジャーパティに対するvcを唱えG火に敬意を示す

PPYの基本的な枠組みとなる諸規定を，以下においてはここに示した番号によって雷及す

るQ

盤　V衰dh訂laSS．2．1．2．1－2．1．2．32翻訳

　以下にvadhglaSS．のPPYの翻訳を示す。テキストは注に示ず6）。前後の文脈からテキス

トに無い内容を補ったものは（）内に示し，述語を補足的に説明した内容は［］内に訳した。

祭式行為を辿りやすくするために，各sittraの翻訳の後に行為の概要を記した。下線を附し

たこの部分は原典にはなく，便宜上時に実際の行為を，時に象徴的な機能を筆者が加えたもの

である。それに続く［］内には上記の基本構造の番号を付した。［特異］としたものは，

VadhglaSS．のその行為がBaudhSS．のみならず他の9rautasittraにも見られないことを表す。

なおマントラに関しては，写本において省略されている部分も訳出した。各マントラの後に

は（）内に出典を示し，現存の§rutiに辿ることのできないものには（出典不明）と記した。

2．1．2．117＞三重の（darbha草を伴う）枝のpavitraを作る。草箒を作る。　vediを作る。二つのmekSapai8）

　　　を作る。

2．L2．2二つの（mek＄apaの）一方面よる（meks麺ahutiを伴って），（夕方に）太陽が木の上にかかる縛に，

　　　祖霊達のために（供物を）与える19）。

2．1．2．320）（祭主は）他方（のmeksapa）を（vediに）定置する。（助手達は）水の壼を持って来る。

2．1．2．4臼と杵，箕，木刀，平鍋，以上のこれらを一一つずつARvaharyapacana祭火の南側に並べて置く。

　　　D火21）の南側に祭式道具を並べる［1一・a】

2．1．2．5（盤紐を右肩から左脇に纏って）22）器に半分の米を（マントラを）小声で（唱えて）z3｝注ぎだしてか

　　　ら，　Anvaharyapac　ana祭火の南側で［穀粒と殻を］選り分けることなく，つく2’i）25｝。

　　　米を注ぎ出し，脱穀する猛一b頁韮℃］

2．1．2．6それら（の米）を一度実にされたものとしてから26），（米の最より）少ない（水の入った）sthaliL7｝を

　　　［火に］置いてから，〈そこに脱穀された米を）注ぎ入れる。

2．1．2，7南を向いて，調理する。alyaを注ぎこむ葡には，（平鍋を）（火から下ろして，さらに）安定させる

　　　こと28）を行わない。これにajyaを注ぎこむ縛，その際に（火から下ろして，さらに）安定させる。

　　　caruを鶴理する［1－d】

2．1．2．8「祖霊達の似姿を帯びてこの祭式に敬意を示して座っているアスラ達，城塞の外にいる者達と城

　　　塞の内にいる者達を連れて行く考達，彼らをアグニはこの祭式から押しのけよ。」（繊典不明）29）と

　　　［唱えてから］，A卿aharyapacana聖火の南側でsphyaを用いて（線を）掘る。

　　　◎火の南に，木刀によって線を引く［M－b］

2．1．2．9（祭火から）燃え木を手にとってから，東を向いて（線を）熱する。

　　　ulmukaによって線を熱する［（Pt　一・d）］

2．1．2．IO「立ちいでよ，近い（祖霊達は）。立ちいでよ，遠い（祖霊達は）。立ちいでよ，中間のソーマに与
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　　　かる根芋達は。天理を理解し，安全に生存に至ったところの彼ら根霊達は，我々を援助せよ，呼び

　　　掛けに際して。」（TS．2．6．121＝AV．18，L44）30｝と［唱えてから］，水の器によって（線に水を）掛ける。

　　　線に水をかける［（M－c）】

2．1．2．ll聖紐を左肩から右脇に纏ってから，肥k興aを用いて（炊いた飯を供物とする）献供を三回

　　　（Anvaharyapacana祭火において）行う。「祖霊を伴うsomaにsvadha。敬意を表す。」　（”AV

　　　18．4．72a　＝＝TBr．1．3．10．23i））「アンギラスと祖霊を伴うヤマにsvadha。敬意を表す。」（娼無鉛

　　　明）32）　「｛k物を運ぶアグニにsvadha。敬意を表す。」（AV．　18．4．71＝　TBr．1．3．10．3）：33）と（それぞれ）

　　　［唱えてから］。　a緕oav￥ta［　1　一e］，Soma，　Yama，　A　RiにmeksaRakutl［巫一f］

2．1．2．12マントラを唱えずに，mek§a＃aを（これらの献供に）続いて，［火に］投げ入れる。

ma．ek　ftsAc；］．n6［U］

2。1，2．13聖紐を右肩から左脇に纏ってから，一握り分の草束を（水によって）清める。それを

　　　Anvahfiryapacana祭火の船側に先端を南に向けて撒いてから，「檀霊達は身を清めよ。」「根父達は

　　　身を清めよ。∫曾祖父達は身を清めよ。」（禺典不明）3’oと［唱えてから］，容器の水三杯を（mantraご

　　　とに一杯つつ，木刀で引かれた線に）注ぎこむ。

　　　ra（露語vTta［璽一aL　O火の西にsamstarana甑一e？］，粗皮達の食前のavaneiana［M－e］

2．1．2．14「これを汝に，父よ。汝が従っているところのものと，汝に従っているものと，汝の両側にある

　　　ものと，汝によってsvadhaを伴って，svadhaの住まいであるものを。∫これを汝に，祖父よ。汝が

　　　従っているところのものと，汝に従っているものと，汝の両側にあるものと，汝によってsvadhaを

　　　伴って，svadhaの住まいであるものを。」「これを汝に，曾祖父よ。汝が従っているところのものと，

　　　汝に従っているものと，汝の両側にあるものと，汝によってsvadhaを伴って，　svadhaの住まいで

　　　あるものを。」（心密不明）3r）｝と［唱えてから］，三つのdarv押を与える37）。

　　　線に3つの供物を置く［玉詠

2．L2．15父が存命中である者は，「これを汝等に，祖父達よ，曾櫨父達よ。」（＝　TS．　i．8．5b）とのみ38》［唱え

　　　てから］，与・えてもよい。

2．1．2．16「ここで汝等祖霊達は分け前に従って楽しめ。」（TS．1．8．5b2）：t‘」｝と唱えてから，北向きに向きを

　　　変える。患が切れるまで’tO）（その向きでい）つづける。一

2．1．2．17「見事麗しい汝を我々は，力ある者よ軌称えたい。」（gV．　1．82．3E・　TS．1．8．5．　cl）一13）と［唱えて

　　　から］，AhavanIya祭火に向かって息を止める42）。　A火に向かって息を止める1蒋異］

2．1．2．18「前へ，今，御者の台を満たされているものよ，諸々の願望に従って汝は称えられて，進む。イン

　　　ドラよ汝の二頭の馬を私は繋ぎたい。」（曝V1．82．32＝　TSl．8．5．c2）43｝と［唱えてから］，このあと

　　　でこそそれに敬意を添す。一
2．1．2．19「彼らは食べたところである。彼らは楽しんだところである。妊ましい考達は（悪しき者達を）

　　　追い払った。インドラよ汝の二頭の馬を私は繋ぎたい。」（奪V．1．82．2；　TS．1．8．5d中略）と［唱え

　　　てか鑓，儲rhapatya祭火に。「実に彼は雄牛と共にこの戦車に乗る。牛を得るところのものに。

　　　インドラよ，馬に繋がれた満たされた器を思っている者は。インドラよ，汝の二頭の馬を私は繋ぎ

　　　たい。」（：　RV　1．82．4）’t9と［llelえてから1，Anvaharyapacana祭火に。

uet；XcttDeAcC　astha［es＃］
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2。1。2．20「somaに与かる祖霊達は楽しんだところである。」（TBr．1．6．9．9）と［唱えてから］，体の向きを

　　　ぐるりと変える。体の向きを変えて，再び木刀による綴に向かう［肝h1

2，1．2．21sthaliに付着しているもの45）を，三隠嗅ぐ。　stkal了を嗅ぐ［皿一i］

2．i、2．22「汝等の滋養に，粗諭達よ敬意を表す。汝等の息吹に，祖霊達よ敬意を表す。汝等の命に，粗霊

　　　達よ敬意を表す。汝等の自己決定に，組霊達よ敬意を表す。汝等の怒りに，祖霊達よ敬意を表す。

　　　汝等の恐ろしさに，祖霊達よ敬意を表す。汝等に，祖霊達よ敬意を表す。その徴界にいる汝等は，

　　　汝等に従う。この世界にいる者達は私に。その世界にいる者達のうちで汝等が最も優れた者達と

　　　して栄えるように。この批界にいる出漁のうちで，私が最も優れた者として栄えるように。」（TS．

　　　3．2。5s－u）というnamaskaraのmantraを伴って，敬意を示す。

　　　narriaskaraのmantraによって祖直達に敬意を表す［璽一・m］

2．1．2．23「父達は身を清めよ。」「祖父達は身を清めよ。」「曾祖父達は身を清めよ。」偶典不明）’i6｝と［唱え

　　　てから］，以前と同様に水の器三杯分を，（木刀で引かれた一本の線に）注ぎこむ’a7）。

i？ggmpEEsmp－ayaggienntlg：Ltgwsdiauo　［paj

2．1．2．24「祖霊達よ，この衣は汝等のものである。」（VSK　2．7．4）’t8）露玉烈しい男児を私に与えよ。」（幽典

　　　不明）’tg）と［唱えてから］，衣の房を切る。勇士を乞う［M一一n］，衣の房を切る［皿畷

2．1．2．25「（祭主が）寿命の後半（にある場合）には，体毛を切るべきである。」（TBr．1．3．10．7）と，

　　　brahma￥aは醤う「o）。（しかし）衣の房だけを切る。

2．1．2．26「祖霊達は食べたところである。祖霊達は楽しんだところである。樵叢達は満足したところで

　　　ある。祖霊達は清まったところである。」（TS．　L8．5e）と［唱えてからし敬意を示して立つ。

pmmegc　th　［ma］

2．1．2．27「ソーマに塗る祖霊達は立ち芸れ。太吉の深い道を通って。そして大変思慮深い祖霊達の中に

　　　行け。ヤマとの饗宴を楽しんでいるところの祖霊達の中へ。」（TS．1．8．5f中略）と［唱えてから，，

　　　（祖霊達を）送り出す。捨鉢達を送り出す［皿一・o］

2．1．2．28「今我々は意を呼ぶ。ナラーシャンサへの讃歌によって，祖霊達の祈りによって。」「こちらへ，

　　　我々の意は再び来い。思慮のために，知力のために，生きるために。そして長く太隣を見るため

　　　に。」「再び我々に，祖霊達よ，意を与えよ，神的な者は。我々は生きている集閥と共にいたい。」（TS．

　　　1．8．5g，　h，　k）「oi｝という三王節によって，意を呼ぶ。一

2．1．2．29「中空を，大地を，さらに天を。」（TS．1．8．5kl）と［唱えてから］，このあとで，以甫と同様に，

　　　Garhapatya回心に敬意を示して立つ。一
2．1．2．30「ブラジャーパティよ，汝の他にはこれら（全ての生類に優るものは）ない。（汝に献供する時に

　　　我々が望んでいるものは，それは我々のものとなれ。我々は富の主となりたい。）」（TS．3．2．5

　　　vl　「’L））53｝）と［唱えてから］，塗紐を左肩から右脇に纏ってから，Ahavanτya祭火の場所に行く54）。

　　　ブラジャーパティの為の。［St　di　一“u］，　aifio　avTta　［　M　一t］　，　A火へ行く［特異］

2．1．2．31庚ってきてから，それらのdarviを器に並べ置く。（器のdarvlに）容器の水を注ぎこむ。祭鑓

　　　を55｝［（dak＄inagn　i）祭火に］投げ入れる。　fgellilliljZl！va　e　eCto　6［M　］　b　h　e　sXC　C　N　V　6［m　］

2．1．2．32pitびa海aが終了した。
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W　V2dhalaSS．に記述されるPPYの特徴

　Vadh61aSS．2章に記述されるPPYの三三を，他の文献特にBaudhSS．申心部分のPPYとの

比較を中心にして述べたい。

1　PPY規定の各文献内での位置付け

　はじめに各文献におけるDP規定の記述のあり方について述べておきたい。薪月祭と満月

祭は合わせてDPと呼ばれており，祭式規定も両祭式に適用されるものとして記されている。

ほぼ岡様に執り行われる両祭式であるが，若干の相違点もある。その場合には，爾者にあては

まることを葡提としているDP規定中に「満月祭においては云々∫薪月祭においては云々」と

いう但し書きが加わることになる。黒ヤジュルヴェーダ中期のs“・rautasatraの記述は我々に

とって理解しやすいものである。PPYはDPの記述に含まれており，そして「PP￥は新月E

に行われる」と明示されている56）。しかし，それ以前の文献においてはPPY規定はこれとは

異なる位置付けを与えられている。まず，Taittiriya派とVAjasaneyin派のbrahmalja文献に

おけるPPYの位概付けを見る。　DPのbr独ma舩部分であるTS．2．5．3．6の神話には，「前B

に」祖霊儀札を行う57）という記述がある。文脈から，薪月祭（本祭）の前日であると解釈できる。

一方TBr．においてはPPY部分は3章のDPからは離れてL3。10に規定されているが，やは

り上記のTS．と懸盤に「前口に」と規定されており，また神話の文脈から新月Eであると補う

こ．とができる。次にVtijasaneyin派を見ると，SBr．の（M）2．4．2．7／（K）1．3．3．7にはPPYは

「毎月，月が見られない時」に行われると明示されているが，しかしDPを規定する（M）1章

（K）2章にはPPYへの書及が無い。

　次に古態の§rautasGtraを検討する。　BaudhSS．1章のDPでは1．2：3．16で午後にPPYを

行うことが規定されているが，新月祭に限るという限定は2．7：43．115a｝に示されたTBr．

1．3．10の引用に見られる。そしてPPYの規定は3章に記されている。

　そしてvadhalaSS，においてPPYの規定はDPの記述に含まれているが，しかし新月祭の

みに行われるという規定は明示されていない。

　各文献のDPとPP￥の扱いを以下のように分類することができる。

PPY規定がOP規定とは別 PPY規定がDP規定の中に

DP規定内 　　　　　’sS．　BaudhSS．

PPYの時期を

V月最と明示 PPY規定内
　　　　戸@τBr．　SBr．
Q　　　　　’　　　　　　　　　　　”

`6SS，　S謡khSS．

　　’l互nSS．

@　’ah盃rSS．

縺@　　　　　，

`pSS．

PPYの滅期を示さない 　　　　’u議d麺1aSS．

　歴史的な位置付けが不明であるBV系のA§SS．とsafikhSS．は除外して考えるが，　YV系で

ある他の文献からは，次のような変化が読み取れる。即ち，古い時代にはPPY規定がDP規
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定とは別に扱われていたが，後に前者が後者に組み込まれて記述されるようになったのであ

る。そしてvadhtilaSS．はPPYにこの新しい位置付けを与えた最初の文献であると奮える。

Chaubey　l993：29に指摘されているようにVajasaneyi　Samhit5もPPYのmantraをDPの

mantra内に含めているが，　maBtra集という姓格からPPY部分はDPの末尾に加えられてい

るのであって，PPYに先行するDP部分とPPYに後続する部分に挟まれている訳ではない59）。

　なお，YV系のVadhtilaSS．より新しい9rautasrttra及び球V系の§rautasatraでは，祭霊が

§rauta出火を設置していない場合のPPYが規定されているrds「ffo），VadhtilaSS．ではBaudhSS．

3章と隅様にこの点が言及されていない。

2供物の呼称

　VadhtilaSS．においてPPYはpitgyajfiaとのみ呼ばれており61），また規定の申でもpi図aの

語は用いらず，供物は「炊いた米6L｝の3darvi」と言及されている。　darvlとは，匙の～種であ

る63）。Calandはこの規定のdarviはplndaと罰価値であるとするがOl｝，この見解には検討の余

地がある。VadhUlaSS。はAgnyadheya祭のBr曲Hlaudana露語の供物も「3darvi」65｝と規定し

ているが，この儀礼はその名称が示すように炊かれた飯◎danaを供物とするものである。

　他の文献を見るとBaudhSS．3章はPPYの供物をpi図aと呼ぶ66）。一一方，　PPYを記してい

るTBrほ．3．10では供物の名称は明示されておらず，即ちp宝⑩aの語もまたdarvlの語も用い

られていない。しかしSBr．のPPYでは，一度だけpi吋aの語が明示されている。「）。

　また，vadhlilaSS．にあっても他の箇所ではpindaの語の用例が見出される。構文献のPPY

においてdarvl「匙Jの語によって番及される供物は他学派の言うpigddと実際には岡一のも

のであると思われるが，vadhalaSS．がdarviとpl廻aの澗方を用いている以上，少なくとも言

葉の上では両者は区別されているのである。では，この二語の使い分けが厳密であるのか，も

しそうならばPPYで敢えて供物がdarviと呼ばれている理由は何であるかを以下に検：討す

る。

　V2dh“laSS．のpi弱aの全用例鮒は，意味される内容によって以下の三種類に分類される。

　　1）odanaから作られる塊，即ち握り飯69）

　　2）puro中§aというケーキのパン生地である，練り粉の塊70｝

　　3）tlkhaという陶製の壷の材料である粘土の塊71｝

他の文献のPPYの場合と隅様に，vadhtilaSS．においても他の儀礼ではodanaを丸めたもの

をpi想aと呼ぶ1）の用例のあることが注目される。

　次にdarviのV5dhitlaSS．における全用例を検討する。　darviの語で匙自体が意味されてい

る場合は一例のみで72），他は語の意味が拡大されて用いられている場合である73）。拡大適用の

例は，既に述べたBrahmaudana儀礼とPPYのみに見られる。

　⑧［Agnyadheya祭のBrahmaudana儀礼］

　　1．　2．　7．　tisro　darvlr　upastimpabhigharita　uddharati　／7’D
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　　「バターを器に滴らせて，（その上にodanaを置き，さらに上から）バターを掛けられた（odana）の「3

　　darvitlを（器から）取り出す。1

　　1．　2．　8．kamam　ardhvam／「望むなら，それより多くを。j

　⑧［Punaradheya祭のBrahmaudana儀礼l

　　L11．10．　1．2．7に岡じ

　⑧［PPY］

　　2．2．20．一上掲2．2．2．24．＿tisro　darvlr　dadati＿／

　　「「3darviaを与える。j

　　2．2．39礪一上掲2．1．2．3L　巨gatyait言darvI寿patre　samasyati／

　　「戻ってきてから，それらの「darvfsを器に並べ置く。j

　最：後の例以外ではdarviが「δarvl馳過の一杯分」という分量を指すものであるとも解釈で

きるが，2．2．39を見る限りでは分量という概念はあてはまらない。

　　　　　　　　さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　以上見てきたよっに，vadhUlaSS．は団子状のcaruをpindaと呼ぶ場合があるのにもかかわ

らず，PPYの供物をBrahmaudanaの供物と言様に「3darvi」と呼んでいる。「3darvl」には，

「三つのpiuda　］と表現する場合とは異なる意味が込められていると思われる。

　なお，Caturmasya祭のSakamedha中のMah5pityyajna（以下MPY）75｝の供物に関しても

VadhillaSS．は特徴を示す。当祭式ではpuroda§a，　dhana，　manthaという3種の供物の残り物

が丸められて，vediの三つの角に供えられる。これを他の§rautasittraはplndaと呼ぶが6），

vadhillaSS．は当該箇所でpi4daの語も，またそれに代わる語も用いていない。目的語を示さ

ずに“dad2ti”と規定し，上記の3種の供物に言及するのみである77）。

　以上vadhglaSS．におけるdarvlの「匙」としての用例と拡大解釈の用例を見：（きたが，次に

他のveda文献に見られるdarvi，　darv178｝の用例を検討したい。「匙」としての用例が大部分で

あるが，Kau§lkasatraのPPYと比較的新しい文献の§rtiddhaに，祖霊祭の供物とdarViとい

う語の旧りを示す興味深い一連のmantraが二面伝えられている。ともに現存のSruti文献

には記されていないものであるが，一方はKau§S．にsakalapathaで，　Atharvaveda　PariSiStaに

pratikaで示されている。他方はK：a㌻haka　Gghyasgtra及びViSiitu　Smgtiにpratikaで引用さ

れている。前二者はAV学派，後二者はYV学派のKatha派に属する，若しくは密接に関る文

献である79｝。AV学派では（pi閃aにするべく）炊かれた米を掬う時に，katha派ではp圭輿aを

三代の祖霊に供える時に，それぞれのmantraが唱えられる。そしてKauS．では米を掬うのに

はdarvl　「匙」を用いると明示されている。これらの文献自体はV5dhitla§S．より新しいもの

であるが，以下に示すそれらのmantraはV2dhtilaSS．よりも古い時代に遡りうるものである。

　⑧KauS．88．8－1〈），AVPari§ista　44．4．　2eo｝

　　81）「darviは天であり，不滅で無限にして無尽蔵である。天としてのdarviが不滅で蕪隈にして無尽

　　蔵であるように，同様にここにある曾祖父のdarviも不滅で無限にして無尽蔵である。

　　darviは中空であり，不滅で無限にして無尽蔵である。中空としてのdarviが不滅で無限にして無尽

　　蔵であるように，同様にここにある組父のdarviも不滅で無限にして無尽蔵である。
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　　darv玉は大地であり，不滅で無限にして無尽蔵である。大地としてのdarviが不滅で無隈にして無尽

　　蔵であるように，1態様にここにある父のdarviも不滅で無限にして無尽蔵である。」

　⑲KG．63．14，　ViSm．73．17－19SL，）

　　＆3）　「darviは大地であり，不滅の満足であり，無尽蔵のsvadhaである。火が大地に依って生きるよう

　　に，この大地としてのdarviに，即ち不滅の満足と無尽蔵のsvadhaに依って，莱よ，生きよ。そして，

　　汝に従う者達も。これが汝のsvadhaである。

　　darviは中空である。不滅の満足であり，無尽蔵のsvadhaである。風が中空に依って生きるように，

　　この中藍としてのdarviに，即ち不滅の満足と無尽蔵のsvadhaに依って，某よ，生きよ。そして，汝

　　に従う考達も。これが汝のsvadhaである。

　　darviは天である。不滅の満足であり，無尽蔵のsvadhaである。太陽が天に依って生きるように，

　　この天としてのdarviに，即ち不滅の満足と無尽蔵のsvadhaに依って，某よ，生きよ。そして，汝に

　　従う者達も。これが汝のsvadhaである。」

　AV学派のmantraの‘pratatamahasyeyam　darvir’　‘tatamahasyeyam　darvir’‘tatasyeyam　dar－

vir’「ここにある曾祖父のdarvi」「ここにある祖父のdarvi」「ここにある父のdarvbという表

現から，darviの語が単なる「匙」以上の意味付けを与えられていて，即ち拡大解釈されて祖霊

祭の供物を指していることが窺われる。またKatha派のmantraにあっては「これが汝の

svadhaである」という句がこれらに対応しているが，　svadhaは祖霊の飲み物であるから，こ

の解釈を裏付けるものである。さらに，§ruti文献のなかで一ヵ所だけであるが，　darvlの語と

祖霊との関りを明示する箇所がBVhad　Ara4yaka　UpaniSadにある。

　　BAU（M）3。8。9＝（K）3．8．9／84）＿　etasya　va　aksarasya　praSasane　gargi、dadatam　（K　：dadato）

　　manuSya￥praSaqlsanti／yajamana恥dev巨darvya恐85）（K：darvi甲）pitaro’nvayatt盃無／

　　服部正明訳断実に，この不滅のものの指図によって，ガールギーよ，人々は布施をする者たちをたた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひしゃく　　え，神々は祭主に，祖霊たちは供物をすくう柄杓に依存するのである。」

　神々が祭主の献供する供物を嘉するように，祖霊達がdarviを用いて与えられる供物を喜

ぶ，ということを表現するにあたって，ここでもdarviの語が「匙」という第～義に留まらず，

糧霊祭の供物として拡大解釈されている幼。

　さてこれらを踏まえてvadhijlaSS．におけるdarviの語義を再考したい。この語は基本的

、には「匙」及び「その『匙』一杯分の分量」を語義としていて，「3darviを祖霊達に与える」とは

実際には「darvi『匙A三杯分の飯を供える」という価値で規定されていると思われる。しかし，

darviの語を含むmantraを持たないとはいえ，この語の「祖霊祭の供物」としての拡大解釈が

意識されていたからこそ，「それらのdarviを醗に並べ置く」という表現も可能になったので

あろう胸。

　上述のdarviのmantraそのものを持たないとは云え，　Vadh“laSS．のPPYが供物をdarvi

と呼び，この語を巡る概念をAV学派及びYV学派のKatha派のみと共有していることは注

目に値する。VAdhGla派がKatha派と近い立場にあることは早くから指摘されてきたが，当

該の問題もその～例と雷えよう。
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　また，ManSS．のPPYはKau§．と同様に，供物を掬うのに匙としてdarviを用いる。なおそ

の直後に定置されるものは，pindaと呼ばれている鋤。　VadhiflaSS．のPPYにおけるdarviと

は語義が異なるとはいえ，PPYとdarviの語の関連も他の箇所にも見られる爾文献の共通点

に癩えることができる。

　V2dhitlaSS．がBrahmaudanaについても「3darvi」と規定していることは，ここに示した櫨

霊祭の供物というdarviの拡大解釈とは網容れない。しかし，BrahmaudanaにはAditiがこ

れを食べて世界を生み出したという象徴的な意義がある。上に示したdarviの二組のman－

traでは，darviの天・中空・大地としての宇宙的な広がりが謳われている。　Brahmaudanaの

規定においては，darvlの宇宙空乱の象徴としての側面が意識されていると言えよう。

3　テキストの撤erp◎lationその1　2∴2．8－10

　基本構造［M　一d］の燃え木ulmukaに関る規定は多くの文献のPPYに見られる。その際一

様に，“parapuro　nipuras”という語を含み趣旨を岡じくするmantraが唱えられるsG）。　Baudh

＄S．3章のPPYではこの行為は見られず，2章Angyadheya祭のG◎pitgyajfia（以下GPY）での

み規定されている91｝。これに対してSBr．や他のSrautasiltraではPPYで当行為を規定し，一一’

方GPYに関しては祭式全体を伝承していない。今日までGPYついてはBaudh＄S．の記述だ

けが知られてきたが，V5dhUlaSS．にも当儀礼の断片写本が発見された92）。そしてV2dhGlaSS．

ではPP￥においてもGPYにおいても，類似のマントラを用いて当該行為を規定している。

なお，TBr．のPPYは当行為に書及しない。

　従ってVadhdlaSS．に先行する文献でこの行為を規定するのは，SBr．のPPYとBaudhSS．の

GPYのみである。当行為の目的は，祖霊を装ってPPYの供物に与ろうとする悪霊達を燃え

木によって，即ちアグニの力によって駆逐しようとするものである。以下に示すBaudhSS．

のGPYから，この行為の意義は明らかである。

　　2．8　：　47．2．　athainad　adbhir　avoksaty　“ud　lratam　avara　ut　parasa　un　madhyamalj　pitaralj　semyasalj

　　／　asurp　ya　fyur　avxka　rtajfias　te　no　’vantu　pitaro　havesv”　iti　／／

　　2．9　：　47．6．　atholmukam　adatte　“ya　adadanab　svadhaya　navani　pitrya“i　rapany　asuraS　caranti　／

　　parapuro　Ripuro　ye　bharanty　agtiig　tan　asrnat　praijunottu　yajfiad”　iti

　　2．9　：47．8．　tenoddhatam　abhitapaty　“agnib　pavaka￥　sudinani　kggvann　ito　’suran　nudatad　dgram

　　okasa￥　／　pitt￥arp　ye　var［taip　kgtveha　bhagam　icchanta”　iti

　当箇所に関しては以下に概略のみを示す93｝。

　　「祖霊達は立ちいでよ，云々」（TS．2．6．12　i）と唱えてから，木刀による線に水をかける。

　　「アスラ達をアグニは駆逐せよ，云々」と唱えてから，燃え木を手に取る。

　　「アグニはアスラ達を追いやれ，云々」と唱えてから，掘り上げられた線をそれによって熱する。

　まず祖霊達を地中から祭場へと呼び出して，そして祖霊を装って彼らに紛れて出てきた悪

霊達をアグニの力によって駆逐するのである。vadhitlaSS．以降の各文献のPPYも当行為を
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行うが，悪霊を駆逐するタイミングは，このBaudhSS．のGPYのようにu蓋mukaを祭火から取

り出す1禦鍵〉と，　ulmukaを線に置く際95｝との二通りがある96，。いずれもulmukaを手にしての行

為であり，行為の内容がmantraの内容に合致していると言える。さて，この行為規定の位：置

付けがVBdhtilaSS．2．1．2．8－10においては上述の基本型に示したSBr．の順序97）とは異なり，し

かも極めて不自然である。caruの調理の後，　meksa⑫hutlに先立って行われるのである。後

に加えられたものであるにせよ，　VtidhalaSS．においても［M－b】の後に置かれるべき規定であ

る。ところが，当テキストにあってはmekSa4ahuti終了後に瞳一e？］が2．1．2．13で規定され

ているため，この不自然な位置付けを得たものと思われる。挿入されたと思われるこの三つ

のsatraを除けば，　caruの調理の後にそれを献供するという霞然な順序が再現される。

　さらに，当行為の目的と実際の行為規定とが，vad濾aSS．においては必ずしも一致しない。

木刀によって線を引く行為に，悪霊を駆逐するmantraが適用されているのである。むしろ

その直後に続いている「線を熱する」という行為にこそ，このmantraにはふさわしい9’　8｝。

　このあとに続く2．1．2．10の「立ちいでよ，云々」と擬えて水をかけるという規定も不自然で

ある。水をかける対象が明示されていないが，それは木刀によって引かれた線であろう。

BaudhSS．のGPYで見たように，これは地中の祖霊達を祭場へと呼び噂す行為である。祖霊

達を呼び出した後でこそ悪霊達は存在するのであるから，当s霞traはulmukaの行為に先立つ

べきである。V2dhlila＄S．にあっても，2．1．2．8，2．1．2．IO，2．1．2．9と並びかえる方が自然であ

る。当箇所はvadhOlaSS．のPPYが確立した後，ある過程で後代に加kられたものであり，し

かもその董つのsittraの内部にあってもmantra及び順序が不自然であると言える。

　さて，BaudhSS．3章のPPYではmantraを唱えずに握り飯が置かれることになる線を掘り，

勢門を撒き，それにつづいてmantraを唱えてavanejanaを行うことを規定している。

VAdh［llaSS．も本来は2．i．2．13のD火の西のsamstaranaという規定のみを持っており，覆一b

のように木刀による線が引かれることはなく，この撒かれた草が供物を置く場薪として機能

していたのではないだろうか。他のsittraのように木刀による線を引いて供物を置く場所と

していたならぼ，このsamstaranaの機能が浮いてしまうことになる。この点も2．L2．8－10の

規定が本来的なものではなかったことを裏付ける。

4　テキストのinterpolationその2　2．　1．　2．　17一・2．　1．　2．　19

当箇所も伝承確立後に掬えられた挿入箇所であると断われる。A火に向かって患、を止めるこ

と，三つの鎮火にupasthanaを行うことはPPYの中で不自然である。この箇瞬を取り除くと

直前と直後の規定の辻褄があうことも，本来的な規定ではなかったことを裏付ける。

　他の文献のPPY規定に当該の行為は全く見られない。即ちTBr．，　SBr．および各

§rautasgtraにおいては例外なく，IH－gとM－hの間に供物に背を向けている時間を述べるの

みで，別の行為を規定していない。これらの文献における欝一f，g，　hの体の向きとその際の

yajusの大意は以下の通りである。
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　　皿一・f、飯の供物を線に置く一行為者は南を向いている。

　　亙一g．「祖霊達は楽しめ。」と書って，体を北向きにして，飯に背を向ける。～定の間そのままでいる。

　　皿崩．体の向きをもとに戻して飯に向きあい，「祖霊達は楽しんだ。」99）と言う。一再び南面する。

　ところが，　V盃dhiliaSStにあっては，　M－9とPt　一hの問にA火に向かって息を止めることとヨ

つの祭火に対して敬意を承すことを規定している。

　　皿峨握り銀を線に臨く一行為者は南を履いている。

　　皿一g－1「根霊達は楽しめ。」と書って，体を北向きにして，握り飯に背を向ける。一定の間そのまま

　　でいる。

　　　璽一g－2A火に向かって恩を止める。

　　　M－g－3インドラ讃歌によって，A火にupasthtinaを行う。

　　　皿・・　g　・・4インドラ讃歌によって，G火にupasthtinaを行う。

　　　Pt－g－5インドラ讃歌によって，D火にupasthanaを行う。

　　皿一・h．体の向きをもとに震して，握り飯に向きあう一再び南颪する。「祖霊達は楽しんだ」と言う。

　爆一g－2からdi－g－5は，体の向きに関しても行為の意義に関しても不自然である。　th－hの

「体の向きを戻す」という表現は，IK－g－1にこそ対癒するものであり，M－g－5を前提としてい

るものとは思えない。行為の意義を考えても，食事中の祖霊達を見ないという9的で供物に

背を向けているのにsee），その間にインドラを称えるというのも不自然である。

　実は，vadhBlaSS．のMPYにこれに類する記述があり，畜規定はその箇所から取り出され

PPYに挿入されたものと思われる。以下にMPYの暫定テキストの一部分を示ずel｝。文脈は，

供物1ee）をVediの竃つの角に置き，祭主が身を清めた直後である。　PPYの相当するsUtraが全

く嗣じである場合にはsGtra　＊に＝を，ほぼ同じである場合には＝を附して，そのsUtra番号を

示す。

　　4．　4．　3．　19．　“atra　pitaro　yathabhagarp　mandadhvam”　ity　uktvodafico　ni＄kramanti　tamitos　tisthanti　／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s2．1．2．16に類似［di－g－1］

　　4．4．　3．　2e．　“sttsarpdgSai＃　tva　vayam”　ity　cMfthavaniyam　abhivyaniti　“maghavan　mandisTmac　hi”一iti　／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝2．　1．　2．　17［M一　g　一2］

　　4．4．3．21．“pra　ngnarp＿（写本欠損）pitrilavandhura”ity　ata　evaina皿upaも減hate‘‘stuto　yasi　va§御

　　anu　yoja　nv　indra　te　hari”一ity　nt2．　1．　2．　18［M一一g－3］

　　4．4．3．22．　“ak＄anR　amimac　danta　hi”一iti　garhapatyam　“ava　priya　adha＄ata　ato＄ata　svabhanavo　vipra

　　　（写本欠損）am・i　y・ja・v　i・dra　t・ha・i”一iti“saghat・lll　vg＄a42　rath・r・’t　lty　aRvaha・yapacan・m

　　“adhitisthfiti　govidarp　yalj　patrarp　hariyojanarp　pGr￥am　indra　eiketati　yoja　nv　indra　te　hari”一ity

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝2．　1．　2．　19［M　一一　g　一4，　5］

　　4．4．3．　23．“＿（写本欠損）pitarah　somyfi”ity　abhiprapadyante　　　fu2．　L　2．20［斑一h］

　　4．43．　24．　yat　patriyam　atiSi＄yate　trir　avajighrate　f　f　s2．　1．2．21［ra－i］

　4．4．3．19－24の行為は，2．1。2．16－2．2．2．21に非常に類似している。本来Vadh91aSS．の

PPYは，供物を供えた後には皿一f，駐g－1，　M－hの行為のみを規定していたものと思われる。
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ところが，「祖霊達は楽しめsW祖霊達は楽しんだXという二つのyajusの問に「北」に向くこと，

そして「息をとめること」という共通点があったために，MPYの規定からPt－g－2，3，4，5があ

る時期に入り込んできたのであろう。

　さて，MPYにおいても他の文献と比べてvadhitlaSS．の規定は特異である。　MPYにおいて

息が切れるまでA火にupasthanaを行うという規定は各文献に共通しているが1ee），

vadhalaSS．では祭場を離れて立っている時間が「息が切れるまで」である。また，その薩後に

その火に向かって息を止める行為は他の文献には見られない。

　ではVadhGlaSS．のPPYとMPYにのみ現れるabhivyaniti「息を止める」という行為の意味

を考察する。蛍火に息を吹き掛けるという行為であればAgnyadheya祭で行われるが，それ

はG火となる生じたばかりの火に対するものであり，また動詞はvadhOlaSS．においては

abhi－pra－fanが用いられるla4｝。息を吸い込む，若しくは嗅ぐという行為は，G火を対象とした

ものではあるがK5tySSのAgnyadheya祭に見られるlos｝。

　さてSoma祭のamSugrahaの箇衡では，TS．　6．6．iO，　KS．29．6：174．15，1〈apS．　44．7：321．4，

SBr．（K）5．8．L8，9で当VadhitlaSS．と同様の接頭辞と動詞abhi－vy－fanが用いられて，金

hiranyaを対象とする行為が記されている。これに対癒するMS，4．7．7：102．19ではvy－ava－

knが用いられているが，［Mittewede　1986：179　f］に従ってこれを「息を止める」の意に解釈

する。なおSBr．（K）に対応するSBr（M）4．6．1．6，8ではupa－V”ghraが用いられているが，　TS．

等のabhi－vy－VM－anはvy－ava－」一anに類するもので，「対象に向かって息を止める」の意味であ

ると思われる。a鵬ugrahaでは，金に向かって息を癒める事によって不死の命を自らに取り

込む，という解釈が示されている。

　A火に向かって息を止めるというのも，隣様の意義を持つと思われる。死者儀礼等におい

ては死者に接していることによって生じる死のエネルギーを避けるために息を止めるのが一

般的であるがios）　，　vadhtilaSS．のPPYにあってはその行為に糠えて，さらにA火につながる

§rauta祭の効果，不死のエネルギーに与ろうとしているものであろう。

　なおPPYにおいてもMPYにおいてもA火に向かって息を止めるのはvadhCilaSS．のみあ

るが，MPYにおいてpindaを供えた後に三つの祭火にupasthanaを行うというのは，各

§rautasittraに共通している。離し，その場合にインドラ讃歌が用いられるのはA火とG火

のみであり］ee），vadhlllaSS，のPPYのようにD火にも陶讃歌を適用させるものは他に例がない。

5　鼻鯛rの後にA火に行く

　PPYの終了時に唱えられるブラジャーパティの為のrcに付随する行為が，　BaudhSS．では

G火に対するupasthanaであるのに対し，VAdhalaSS．はA火の場所にいくという特異な規定

を与えている。これもvad憾aSS．のMPYに隅一規定がある。

　祖先儀礼から純粋な§rauta祭への移行にあたって，後者の象徴であるブラジャーパティと

A火によってその移行を確認する儀礼であると思われる。A火に向かって息を止めた際にも
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見られたように，vadhglaSS．派のA火へのこだわりがここにも現れている。　PPYの規定と

してはA§SS．に祖霊達を送り出した後で「祭火にいく」という記述がある。　G5rgya　Narayana

の注釈はそれをD火と解釈しているが鱒），用いられるマントラ奪V．4．10．1abの内容からは

むしろA火であると思われる。そうであるならば，当行為はvadhalaSStとAgSS．のみに共

通する規定であると奮える。ただし，後者ではそのあとにG火に行くとされており，前者と

は順序が異なる。

　また，Kau§itaki　Br．5．9．16と§afikhSS．3．17．6’はMPYにおいて銃火のupasthaRaに続いて，

太陽のupasth2naを行うことを規定している1勧。前者はこの行為によって，祖霊の世界から

神の世界である太陽に昇ることになると説明している。VAdhitlaSS．にあっても，§rauta祭へ

の移行を確認するという髄値と共に，KBに述べられるような意義も意識していたと思われ

る。

6Grhya的色彩の排除

　眼膏・軟膏を祖霊達に供えるM－kの行為はV記憾aSS．を除く全ての§rautasittraに共通

する規定である。一方TBr．，　SBr．は嶺該行為を記さず，またそれを前提とするようなmantra

にも言及しない。V2dhelaSS．では両br甑manaと問様に限膏・軟膏が供えられない。当規定

はBaudhSS．の3章に既に含まれており，Dvaidhas額traで議論の対象とされていることもな

いことから，Srauta期の古儀にあって既に確立した儀礼であったと言えよう。それを

V議dh傑aSS．が敢えて行なわないことは特徴の一つとして挙げることができる1］9｝。

　岡文献は，brahmaga段階にはなかったgyhya祭式的な要素がPPYに入り込んで来ること

を意識的に拒否したのではないだろうか。供物を供えた後にA火の側で息を止めて，続いて

三つの電火に対してupasthAnaを行うこと，PPYの終了の祭にA火のところへ行くことも

PPYを§rauもa祭として捉えようする意識の現れであると思われる。

7　まとめ

　以上検討してきたように，VadhglaSS．のPPYはBaudhSS．に代表される他の文献のそれと

ほぼ同様の基本型を持ちつつも，幾つかの特異点を有している。Veda文献の歴史のなかで初

めてDP規定内にPPYを位置付けたのはVad細aSS．である。またテキストのinterpolation

のあとが二ヵ所見られ，隅派のなかにあってPPY規定が変化していった過程が窺われる。供

物をdarviと呼んでいる点も特徴的である。そして最大の特徴は，PPYを§rauta祭式の一つ

として強く意識して，三つの祭火急にA火への儀礼を含んでいる点であるlll）。

注

辱）vadhalaSS．の批判刊本を準備中の井狩彌介教授の御宅意により，暫定テキスト及び諸写本を見せて

　いただき，そして多くの助言を戴いた。また，本稿の作成にあたりTBr．，　BaudhSS．，　ApSS．のコン
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ピューター・デー一…タの利用に負うところが非常に大きい。TBr，のデータは井狩教授，伏見誠氏が入

力されたものであり，ApSS．とBaudhSS．は伏児氏によるものである。両氏の御好意によってデータ

を利用させていただいた。ここに厚く御三申し上げる。

　20．21，　24．32，　BharSS．1．7一一10，　ApSS．

　VadhalaSS．の記述との比較の対象として取り扱った。　Kira￥yakeSi　Srautastttra，　Vaikh2nasa

　Srautasfitra，　Katyayana　Sratttastitra，　VarAha　Sratttasfitra，1〈auSikasatraはVadhalaSS．から蒔代が隔

　たっているため，今回は必要な場合以外は扱っていない。各9rautasatraの規定に関しては，Srautako－

　Sa　l　English　Secti。n　2：480－499に英訳若しくは概要が示されている。　SrautakoSaに含まれていな

　いBaudhSS．2，7がPPYの内容に醤及していることに関してはKashikar　1968二46を参照。

　PigdapitVyajfiaの研究には，　Donner　1870，　Caland　l893がある。他にこの儀礼の概略はKane　1974

　：1085－1090等に示されている。

5）二次文献によってはpi想aをReismehlkleSと説明しているが，　pi想aの調理の過程で粉が挽かれる

　ことはない。

6）本来gghya祭であったPPYが6rauta祭に組み込まれていった過程，さらにそのPP￥が後代の

　gζhya文献のSraddhaへと変化していったという歴史的な問題はCaland　l893で検討されており，

　Vadh意la派に関しても，Srauもas批ra　l5章に見られるgghya祭の照a磁a集［Chaubey　1993：365－366］

　を含めてgghya文献の認述との比較は見落とすことのできない問題であるが，それには溺稿を期した

　いと思う。また，Vadh　S町：196一・213も§raddhaを記述している。

7）　PPYを独立した祭式と見るのか，或はDPに付随するものと解釈するのかは，比較的新しい文獄で

　は議論の対象となっている。Kane　l974：1085　f参照。　Sruti文献及び齋腰のSrautas痕traの二代にお

　けるこの問題については，当該記述の文献内での位遣付けを後述する。

8）BaudhSS．をVi，　dhUlaSS．の比較の対象とするのは，旧著が岡じ学派に属していること，両文献の蒔

　代も近接し前考がやや先行しているためである。今回扱う文献のうちYajur　Veda系のものは，歴史

　的な観点から大まかに以下のグループに分類することができる。

　　　1．mantraの段：階一TS．（ma就ra部分），VS．

　　　2．brah旦1a聡の段階一一TBr．，　SBr．

　　　3．古層のSrautasatraの段階　　BaudhSS．，　VEdhitlaSS．

　　　4．　中問履のSrautasatraの段階　　BharSS．，　ManSS．，　ApSS，

　　SafikhSS．，　ASSS．は聴Veda系の祭官に属するという文献の性格から，また時代の位置付けが明ら

　かでないことから，この分類の対象外とする。

9）詳細は後述する。

10）神々に対する儀礼においては，三宮および祭主は聖紐を左肩から右腋へと掛ける。この向きの壁紐

1）詳細はIkari　1995；井狩1995を参照。

2）臓dh蟻la派の歴史的な位：置付けに関しては井狩1995：1，注1を参照。

3）Calandの研究に基づくVadh種laSS．の特徴の概要はRenou　1947：178　f；Kashikar　l968164－69

　’辻1970：30一・34に示されている。

4）当儀礼を規定する文献のうち，TBr．1．3．IO，　SBr．（M）2．4．2，（K）1．3．3，　BaudhSS．2．7，3．10一一11，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．7－10，ManSS．1．1．2，　ASSS．2．6－7，　S議khSS．4．3－5を，
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　をyajfiopavltaと呼ぶ。それに対して，死者ないし祖霊に対する儀礼においては，聖紐は右篇から左腋

　へと纏われてpraclR2vitaと呼ばれる。

11）　BharSS．1．7。8ではmek§a顧hutiの藏箭で当行為が行われる。しかし，その線を熱するという行為に

　関しては，基本型どおりmekSapEhutiの後である。　ApSS．1．7．13ではmek＄apahutiの直前で線が引か

　れ，もう一度1．8、8で線が引かれて回せられる。詳細は後述する。

12）mek＄arpaとは四角形の先端部を持つしゃもじであり，撹搾嗣に用いられる。嶺儀礼においては鍋の

　caruをme玲a照で突き，そこに付着したcaruを祭火に献供する。

13）SBr．（M）2．4．2．11（K）1．3．3。10がこの献供は二圓であると明言しているのに対し，TBr．1。3．10．3の

　記述は献供は三回としつつもmeksa￥aを火に投じることも回数に含まれているのか否かが曖昧であ

　る。この献供が二圃行われるのか，三圃であるのかが後の9rautasUtraでは議論の対象となるが，

　BaudhSS．3章とvadhUlaSS．には議論の形跡は見繊されない。

14）　木刀sphyaによって，地爾に線を引く。この線が，握り飯を供える祭壇の役割を果たす。

15）衣vasas，衣の房da5a，若しくは体毛loman。

16）　テキストに関してはChaubey　l993：30－32によって既に学界に提出されたものがあるが，それとは

　多くの相違点を含む井狩彌介教授による暫定テキストを以下に提示する。その内最も璽要なものは

　Chaubey　1993二31の2．2．24－26とそれに相当する共紙暫定2．12．17－19の三二である。前者が基づいて

　いるM写本の当該箇崩に元の写本の欠損を示す点線が含まれているためにその不適切は止むを得な

　いものであるが，その欠損部分には直前の“abhivyaniti”に続く行為規re　”ata　evainam　upatisthate”が

　含まれているのである。当規定が示されていないことによって，Chaubeyのテキストではヨつの祭火

　に対して“abhivyaniti”を行うという全く異なる行為規定を提示してしまっている。

　　紙面の都合からcritical　apparatusは本稿では省略し，将来において岡教授と筆考による本テキス

　　トの最終的な批判刊本を提出する際に示したいと思う。“”で囲まれた部分はマントラである。引

　用符で翻むことによりsa蝉h更を切らざるを得なかった場合には，一印を附してsa畷hlを切った語形

　を示した。＝は写本においてmantraの省略を意味する記号をそのまま示したものである。井狩1995

　　6f特に注16，18を参照。

　　2．1．2．1　trivyc　chakhaphvitraip　karoti　vedarp　karoti　vedirp　karoti　dve　meksftc　￥e　karoti

　　2．1．2．2　tayor　anyatare￥adhiv；ksasarye　pitrbhyo　dadati

　　2．1．2．3　nidhatte　’nyatarad　udakuipbham　aharantY

　　2．1．2．4　ulakhalainusalaip　gUrparp　sphyaip　sthallrn　ity　ekaikaili　tani　daksipenaRvaharyapacanam

　　sarpsadayaty

　　2．1．2．5　ardhapatraTp　vrihi4aili　manasa　nirupya　dak＄i￥enanvaharyapacanain　anapavekarrt　avaghnan－

　　ti

　　2．玉．2．6　tan　sakζt　pha韮簸（ζt且n　k轄va　nyGn盃ili　stha肢m　adhiSrity盃vapati

　　2．1．2．7　daksi“avvtta￥　grapayati　na　purajyasyaRayanat　prati＄thapayati　yadasrainn　ajyarn　2Rayaty

　　atha　pratisthapayati

　　2．1．2．8　“ye　pitptarp　pratirapa　bhavanta”　iti　dak6i“entinvaharyapacanarp　sphyenoddhanty　“asur2

　　upasate　yajfiam　etaip　parapuro　Ripuro　ye　haranty　agnis　tgn　asmat　prapunottu　yajfiad”　ity
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2．1．2．9　ulmukam　hdaya　prafi　abhitapaty

2．2．2．10　“ud　i！’atfim　avara　ut　parasa”　ity　udapatregavoksaty　“ttn　madhyamfilj　pitaralj　soinyasaij

asurp　ya　iyur　avxka　gtajfi2s　te　no　’vantu　pitaro　havesv”　iti

2．1．2．11　yajfiopavltarp　kgtvA　meksapena　tisra　ahutir　juhoti　“somaya　pitgmate　svadha　namo

yamAyahgirasvate　pitgmate　svadha　namo　’gnaye　kavyavahafi2ya　svadha　nama”　iti

2．1．2．12　tu＄nim　meksanam　anupraharati

2．1．2．13prticinavita薄｝kζtv2　tgga！nu面目甲　marjayati　tam　aparOpfinv2haryapacaltapa　dakSl瞬gra那

samstirya　“m2rjayantaip　pitara”　iti　triR　udap2tran　ninayati　“marjayantam　pitamaha　marjayant2m

prapitamahA”　ity　’

2．1．2．14　“etat　te　tata”一iti　tisro　darvlr　dadati　“yamS　ca　tvam　anv　asi　ye　ca　tvam　anu　ye　ca　tvam

abhito　ye　ea　tvaya　sasvadha　svadhaksitir”　ity　“etat　te　pitfimaha　yarpS　ca　tvam　anv　asi　ye　ca　tvam

an媛ye　ca　tvaE【a蓋）h玉to　ye　ca　tvay議sasva（lha　sva（lh蓋k§三軍r”呈ty‘‘etat　te　P！’ap重tamaha　y巨甲§ca　tvam

anv　asi　ye　ca　tvam　anu　ye　ca　tvam　abhito　ye　ca　tvaya　sasvadha　syadhaksitir”　ity

2．1．2．15　‘ 撃?ｔａｄ　valj　pittimahalj　prapit2maha”　iti　haiva　j－ivapita　dadyad

2．1．2．16　“atra　pitaro　yathabhagapa　mandadhvam”　ity　uktvodafifi　avartata　a　tamitor　aste

2．1．2．17　“susaipdgSarp　tva　vayam”　ity　ahavaniyam　abhivyaniti　“maghavan　mandi＄fmahi”一iti

2．1．2．18　“pra　nitRam　ptimavandhura”　ity　ata　evainam　lipati＄thate　“stuto　yasi　vagam　anu　yoja　nv

indra　te　hari”一ity

2．1．2．19　“aksann　ainimadanta　hi”一iti　garhapatyam　“ava　priya　＝　te　hari”一iti　“saghatarp　vtsapa

ratham”　ity　anvaharyapacanam　“adhitisthati　govidagi　yaly　patraip　hariyojanarp　pttrijam　indra　ciketati

yoja　nv　indra　hari”一ity

2．1．2．20　“amimadanta　pitarah　somya”　ity　abhiparyavartate

2．1．2．21　yab　sthalyam　atigisyate　taTn　trir　avajighrati　“ye　sajatah　samanaso　＝　Satam　sama”　iti

2．1．2．22　“namo　vab　pitaro　rasaya”一iti　namaskarair　upati＄thate　’‘namo　vab　pitarah　Su＄maya　＝　vasis

tho　bhGyasam”　iti

2．1．2．23　“marjayantam　pitara”　ity　eva　trin　ttdapatran　ninayati　“marjayantam　pitamaha

marjayantarp　prapitamaha”　iti

2．1．2．24　dagam　chinatty　”etad　vah　pitaro　vaso　viram　niahyam　datta”一ity

Z．1．2．25　“uttarata　aytt＄i　toina　cchindfta”一iti　brahma￥am　daSam　eva　cchinatty

2．1．2．26　“ak＄an　pitara”　ity　upati＄thate　“’mimadanta　pitaro　’titgpanta　pitaro　’mimgjanta　pitara”　iti

2．1．2．27　“pareta　pitaralj　somyA”　iti　saipsadhayati　“gaipbhirai　＝　sadhamadaip　madanti”一iti

2．1．2．28　“mano　nv　fi　httvamaha”　iti　．tisgbhir　maRa　ahvayate　“naragaipsena　stornena　＝　pratalj

sacemahi，，一呈t至

2．1．2．29　“yad　antariksaqi　p；thivim　uta　dyam”　ity　ata　eva　garhapatyam　upatisthate　“yan　matararp

pitaram　vaji　himsima　＝　mam　anenasam”　iti

2．1．2．30　“prajapate　na　tvad　etany　anya”　iti　yajfiopavitaip　kgtvahavaniyasyardham　eti　“vigv2　jatani

＝paねyo　ray茎⑫m”ity
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　　2．1．2．31　agatyaita　darvi￥　patre　samasyaty　upaninayaty　udakurpbham　anuprahayati　barhi￥

　　2．1．2．32　sa恥t玲事hate　I）藍乞ζyaま負a寧

17）　嶺2．1．2ほの記述はDP全体に記するものであり，その内PPYに関る内容はmeksapaが作られると

　いう点のみである。

18）　注12参照。

19）実際に祖霊達に飯を供える行為は2．1．2．14で規定される。当sfttraにおけるd．adatiは2．1．2．Mの

　行為を先取りすると岡時に，その行為に代表される祖霊祭全体を定められた時劾に行うという一般規

　定を示している。

20）当2．1．2．3も2．1．2．1と一様に，DPの規定の一二である。前半の規定はPPY終了後の行為の為に記

　されており，後半はPPY及びその後の行為の為の準備を指示している。

21）Anvah盃ryapacana祭火＝Daks童磁gnl祭火を略して，以下D火と呼ぶ。

22）　この点はテキストに明示されていないが，2．1．2．11でyajfiopavitaにすることが規定されているか

　ら，BaudhSSと心様に聖誕の向きをこの時…点で付け替えるものと解釈する。

23）　当sittraのmanasaとはIIIaRtraを「小声で」唱えることを指示している（Cf．　Baudh＄S．3．6：75．6

　etc，）。　Inantraの文書は明示されていないが，当該の狭義のnirvapaRa箇所であるBaudhSS　3．IO

　　：79．15とApSS　L　7．9の記述から，そこに示されるmantraを当簡素に補うことができる。両文献で

　はmantraを唱えるタイミングが微妙に異なるものの，唱えられるのは共に以下のものである。

　　p勘b壇ovo　j曝御nirvapami／「二幅達に乱せられるものとして，私は汝等を注ぎ嵐す。」

　　なお，対応箇所であるBharSS．1。7．3，　ManSS．1．1．2．3，　SBr．2．4．2．9は狭義のnirvapana行為にma掛

　traを購いない。　TBr　1．3．10は広義のnirvaPanaにさえ，言及しない。

　　さてvadhitlaSS．はmantraを示す際に，書写の段階での省略は別として，その金てを引用する事を

　基本としている［井狩1995：16］。しかし，当スートラにおいては当該行為に伴うmantraが明白であ

　るために例外的にmantra全体が雀略されている。他に［Chaubey　l993：92］4．13．13も岡様の雀略の

　一一eeである。

24）　脱穀の際の一連の行為全体を指すphallkara4aとはavahanana「杵で穀物をついて，殻を取ること」，

　parapavana　「風選を行うこと」，viveca　「穀粒と殻を選り分けること」からなる。［Einoo　1983］参照。

25）　「一度実にする」ことに関しての表現に関して，ApSS　1．7．llとSBr、（M）2．4．2．9（K）1．3．3．9が

　Vadh灘aSS、に類似しており，BaudhSS．3．10：79。18はやや異なる。　VadhfilaSS．の当．satraはSBr．を

　三二としていると聞えなくもない。TBr．のPPY　L　3．10には脱穀関係の記述が無い。

26）phallvf“k；に関しては，注溢を参照。繊先儀礼では脱穀は一度行われるが，他方神々を対象とした一

　般の§rauta祭では三度脱穀が行われる。　Cf．〔Chaubey　l993：2．5．27】，BaudhSS　1．6：9．20　etc．

27）nytinfi　sthfillを「その水の最が（米の量より）少ないsthali」と解釈する。今回対象とした文献のうち

　vadhtilaSS．の他に関連する記述を含むのは，SAfikhSS．のみである。

　S2fikhSS．　4．4．7　：　yathadhobilaggtalj　sa　syat　／

28）以下に示すVadhalaSSのAgnihotraの規定から，prat紋h帥ayatiをこのように「火から下ろした後

　に，安定した場に罎く」の意に解釈する。以下に，［Chaubey　l993：1．15．12－18］とはやや異なる井狩

　教授の暫定のテキストを示す。
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　　　1．5．1．8／一一．ity　adhigrayaty／　　　　（ミルクを）火に掛ける

　　　1．5．i．14／r．．　udvasayati／　　　　　（ミルクを）火から下ろす

　　　1．5．1．15／　．．．　iti　trir　bhasman　sadayitvti　caturthena　prati＄thapayaty　／

　　　　　　　　．．，というマントラを（それぞれ）唱えて三回灰の上に置いてから，四回昌に安定させる。

29）　当mantra’と完全に岡一のものは他の文献に見出されないが，類似のものが他に6節あり以下の箇

　所に記されている。

　　　1　VS　（M）2．30　（K）　2．7．2一　SBr．　（M）2．4．2．15，　（K）　1．3．3．13＝　SahkhSS．　4．4．2＝　ApSS．　1．8．7c　：

　　　　　AgSS．　2．6．2＝　BharSS．　1．8．5＝　ChanBr．　2．3．4

　　　2　ManSS．1．1．2．8xApSS．1．8．7a

　　　3　ApSS．1．8．7b

　　　4　ApSS．1．8．7d

　　　5　AV．　18．2．28一　1〈auS．　87．30（pratika）

　　　6　BaudhSS、2．9：47．6　＝　VadhtilaSS．　K　95写本断片

　　何れも祖霊を装って祖霊祭の分け前に与ろうとする悪霊をアグニが駆逐するということを，その内

　容としており，c句はparapuro　Bipuro　ye　bharanti／harantiという～節である。この句の解釈は土着

　の注釈家及び現代の研究者によって検討されているが，明確な解釈は不明である。［Whitney　1905

　　：839］，［E99eling　l882；365］n3，［Krick　1982：75］n192，［Mylius　1994二82］n329を参F，9．。

　　第1項から第5項までの定所はPPYの文脈であるが，　Taittiriya派の文献でPPYにこのmantraを

　用いるのは，vadhttlaSS．が鰻初である。但し，BaudhSS．は3章では当該のmantra．にも行為にも難及

　しないが，　Dvaidhasatraではu｛mukaを置くか否かが議論の紺象となっている。　C£BaudhSS．　20．21

　　：　47．4

　　第6項はGopitryajfia（以下GPY）の箇所である。このGPYに関してはBaudhSS．の記述のみが知

　られてきたが，VadhalaSS．の一写本の断片に嘉儀礼の記述が井狩彌介教授によって発見された。

　　このmantraに伴う行為に翻しては，後述する。

30）羅RV．10．15．1。対応箇所のBaudhSS．3．10；80．8は当行為に全く異なるmantraを用いるが，　GPY

　においては当mantraを，木刀によって線を引いた後の同～の行為に用いる。本稿IV．3．参照。　PPY

　でVadhalaSS．と同様に当mantraを用いるのは他にApSS．1．8．8である。　ManSS．1，1．8．9はmaRtra

　を催わない。BhhrSS．は火から取り嵩した後のulmukaには書及しない。　SBr．（M）2．4．2．12－13（K）

　L3．3．13はul皿ukaの定概のみを規定している。　TBr．1．3．1Oはulmuka及びそれに伴う行為にまった

　く齋及しない。

31）　TBr．：VadhalaSS．，　AV．／pitgpitaya：pitvmate

32）二番Eのmantraは娼典不明であるが，他にBaudhSS．　3．IO：86．6，　BharSS．1。8，2，　ApSS，1．8．4，

　SahkhSS．4．4．1等で用いられる。次注参照。

33）　当sittraで用いられている3つのma無£raは，当該箇所であるBaudhSS，3．IO：80．4でも用いられて

　いる。Vadh濫aSS．との僅かな相違点は，・一一一・一番膣のmantraにおいてTBr．どおりにpitrpitayaとしてい

　る点と，三番冒のmantraでkavyavahanayaの後にsv減akζteの一語をTBr．に癩えている点である。

　［lrBr．に患実なBaudhSS．が出典不明の二番目のmantraを加えているのは，注13に記した事構による。
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34）きr磁文献には見轟されないが，多くのgrautasatraで規定されているmantraである。

35）　TS．1．8．5b，　AV．18．4．75－76－77，　KS．9．6：108．13に類似のmantraがある。

36）darviに関しては本稿W．2．を参照。

37）2．1．2．2参照。

38）§rautasijtraの文体においてhaが用いられることは稀であり，これもVadhitlaSS．の特徴の一一つで

　ある。［Chalibey　1993：76］参照。

39）　他にTS．　3．2．5．5，孚Br．1．6．9．7にもある◎

40）TBr．　1．3．玉0．5－6，　Baudh§S、　3．10：80．14は握り飯に背を向けている時間は「（握り飯の）煙が消える、

　までjであると規定している。PPYでVadhitlaSS．と一様の規定を示すのは，　SBr．2．4．2．21（M）

　，i．3．3．18（K），SafikhSS．4．4ほ3，　ASSS．2．7．2である。なお，SBr．は他学派の見解としてこの時問規定

　に需及しているが，この場合には否定的な引用ではない。また，SahkhSS，，　ASSS．ではそれぞれ

　vadhfilaSS．とは表現が異なる。また，ManSS．はこれら二種の規定を異なるタイミングに適規させて

　いる。なおMahapitgyajfiaのupasthanaの際にも「息が切れるまで」という規定が見られるが，これは

　Vadh養laSS、に限らず黒Yaまurvedaの全文献に共通する。［Einoo　19881256］n136王参照。

42）

42）

43）

44）

45）

46）

47）

48）

maghavafiの解釈に関しては［Got61987；243］を参照。

動詞abhvyanitiの解釈に関してはp．51参照。

奪V／V議（1h創aSS，　TS：y盃hi／yasi

V2dhitlaSS／球V：v馨a⑫／v馨a寧a恥

BaudhSS．と比較すると，男性形はcaruの省略であるようだ。

BaudhSS．　3．iO　：　80．14／　athabhiparyavxtyaitaip　carum　avajighrati　／f

現存のSrutiには記されていないが，多くの文献の当該箇所で唱えられるmantraである。

2．1．2．13のように行う。

C£　VS．　（M）　232　h　：　etad　valj　pitaro　vasa　adhatta　／

§rautasiftraでは他にA§SS．2．7、6が当マントラをVadhalaSS．と岡様に衣を与える際に用いている。

　BaudhSS．はこの行為の際に異なるmantraを用いる。

　　BaudhSS．3．ll：81．1／atha　vas盃茄si　dadaty　e山口i　va票pitaro　v議s盃菰sy　etani　va無pitきmah盃vas盃滝sy

　etani　valj　prapitfiinaha　vasathsTti　f

49）組し，類似のマントラは各文献に見られる。BaudhSS．3．ll：81．9のみが比較的長いmantraを用い

　るが，他はVadhfilaSS．と同様に一文のみのmantraである。これらのマントラに伴う行為は文献に

　よって様々であるが，VadhtilaSS．のように衣に謝る行為の際の例はない。　ManSS．1．1．2．33，　BharSS．

　1．9．5，ApSS。　L9．12，　ASSS．2．7．12，　Kau§．　88．25参照。

5e）BaudhSS．もTBr．の一箇所を引用するが，それを支持する方向である。　Karmanta　24．32：2王8．真3は

　「66才8ヶ月から」と限定する。ApSS．1．1e．1もTBr．に一・一一lftする内容である。

51）　わずかに異なるが球V10．57．3，4，5とほぼ岡じである。

52）VadhglaSS．のmantraの引用法としては，例外的にpratikaで示されている。　BaudhSS．31．11

　　：81．19でも，問テキストとしては例外的に当mafitraがpratlkaで示され，またsittra本文では

　“prajapatyarca”「ブラジャーパティの為のvcによって」という名称が与えられている。｛し，それに
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　伴う行為はvadhitlaSS．とは異なりG火に対するttpasthanaである。

53）当箇所は祖霊達へのmantraの文脈である。多くの文献に見られるmantraであるが，　TSでは地に

　1．8．14m玉にある。　TBr．では1．7．8．7，2．8．1．2，3．5．7．1にある。

）

）

）

）

）

）

）

婆
「
0
0
Q
7
8
Q
り
0

5
〔
」
5
5
5
r
D
6

ardham　etlという表現に関しては，［Caland　1924＝155］を参照。

pitvyajfiaの中では初めて熔いられる語であるが，2．1．2．12のty＊amusgiと同じものである。

ManSS．1．k．21，BhtirSS．1．7、1，ApSS．1．7．1参照。

TS．2．5．3．6ん．　tasm含t　pitτbhy的pitrvedyuil　kriyate＿／

BaudhSS．2．7がPPYの内容に書及していることについては，〔Kashikar　l968：46］を参照。

VS．　（M）2．29一一34，　（K）2．7．

BaudhSS．　Karmantasittra　24．32　：218．16，　ManSS．　1．1．2．42，　BhArSS．　！．10．12－15，　ApSS．　1．10．17－21，

　SafikhSS．　4．5．13，　AsSS．　2．7．18．

61）2．1．2．32で一度だけpitgyajfiaという名称が与えられている。

62）炊いた米はcaru又はodanaと呼ばれるが，　caruは供物に用いられるもので，　odanaは人間が食する

　ものである。なお，vadhalaSS．の当箇所では米を炊きそこにバターをかけることが規定されるのみ

　で，いずれの名称も用いられていない。caruとodanaに関しては［永ノ尾1984＝524　f］を参照。

63）PWに記されるdarvi，　iの意昧は1）匙，2）ある一定の蛇のうなじに円盤状に広がる頭巾，のみである。

　窪みの部分が親指の幅である木製の匙darviは，§r誠a祭式でも用いられるが，主にgghya祭式で用

　いられることが多い。今雌臼に扱った文献のっち，ManSS．のみがPPYでdarviを用いることを明示

　している。

64）　　［Calan（1　1924：148］第5項0

65）　［Chaubey　1993：127］．

66）　そしてBaudhSS．2．14：56のBrahmaudana儀礼ではdarviの語は用いられず，また幽然のことなが

　らpi網aも言及されず，　VadhOlaSSのようにPPYとBrahmaudana儀礼のそれぞれの供物が同一の表

　現で追及されているということはない。

67）

68）

69）

SBr，　（M）2．4．2．24L．．　pratyavadhic　yic　piijq2n　，．．　／　（｝〈）1．3．3．20／　punalj　pi4dant　samavadadhaty　／

［Chaubey　1993］のテキストおよび単語索引による。　darviの用例に関しても同様である。

1．1．34，10．10．20の二ヵ所であるが，内容の理解の為に前後の関達籔所を抜粋して以下に示す。

⑳［A§vamedha祭において馬を放つ日の醜日に，丁丁達にbrahmaudanaという炊いた米が饗応され

　る］

　ll．3．2　vacarpyama　evartvijalj　samantad　upaviSanti　／

　21．3．3　purastat　pratyahft　adhvaryur　ttpaviSati　dak＄iijata　udafi　brahma　paScAt　prfifi　hotottarato

　daksrpodgata　／

　ll．3．4　tai￥　pirpda　apraSita　bhavanti　／

　ll．3．6　tri￥　pragya　praSathsati　H．　iti　／

　→brahmaundanaが（丸められ）pi鱒aと呼ばれている。

⑫［RゑlasOya祭のodana］

　10．10．17　＿vrihi容a恥。（韮ana恥Pacanti／
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　　　　10．IO．18　tath　gltam　avahataih　Sa＄paib　．．．　iti　samyauti　．．．　iti　／

　　　　10．IO．20　trln　pirpean　kytvAvadadhati　／

　　　→麦のodanaに草が混ぜられて，pl辮aが作られる。

7e）　［Chaubey　1993：2．6．43，8．6．9i

71）　［Cijaubey　1993：8．3．14，8．5．6，8．5．8，8．5．9，13．2．IO，13．2．12］

72）　その例iま，しかも「鉄製のdarvi」という複合語である。〔Chaubey　1993：2．6．53，　54］に相当する箇駈

　であるが，諸写本を検討してそれには従わず，以下のテキストを提示する。

　　atha　Sgtam　ayodarvya　vopavesepa　va　．，．／

73）　さらにdarvihomaという複合語の用例も．あるが，ここでは割愛する。

74）　［Sparreboom＆Heesterman．1989：L1．2．6－7］に相当する哨所であるが，そこではsatraの区切り

　：方が不適切である。

75）

76）

77）

78）

79）

80）

MPYに関しては［Einoo　l988：190一・273］に詳細な凝究がある。

［Einoo　1988　：　252］．

［Chaubey　l993：95］4。15．6，　ll，16参照。

両語幹が絹いられるが，darviの方が古い語形である。［AiGr　m：137］参照。

ViSpu　SmgtiとKa㌻ha派の関係に関しては，［辻1970：53］を参照。

dyaur　darvir　ak＄itaparimitanupadasta　sa　yatha　dyaur　darvir　ak＄itaparimitanttpadastaivam’

pratatamahasyeyam　darvir　ak＄itaparimitfinupadasta　f

antarik＄am　darvir　ak＄itaparimltAnupadasta　sa　yathantaril〈＄aip　darvir

akS至t盃parim誌議nupadas亡aiva耳隻車セat巨mahasyeyam　darvir　akSitApai’imitanupadastti／

pgthivi　darvir　aksittiparimitanupadasta　sa　yatha　p；thivi．　darvir　aksitaparimit2nupadastaivaip’

tatasyeyam　darvir　aksitaparimit2nupadastg　／

’Bloomfieldのtextでは．．．　anupadastaivaの読みを採るが，［SrautakoSa　I　Eng．1：488］の読みに従

　　う。［KauS．：234｝critical　apParatus　9，10，　ll参照。

81）　このmantraに関しては［Caland　1893：98　f】において検討されているが，それとはやや異なる解釈

　　を示したい。

82）　テキストは，HemadriのSraddhakalpaを用いてCalandが再現したKG．のmanヒra集による。

　　［Caland　1893：254，257］参照。［Bloomfiled．1906＝602，　70，511］においてはViDh．73．17，18，19（＝　VisRu

　Smrti）のmantraはKau§．　88．10，　9，　8のmaRtraのpratrkaとされているが，むしろここに示したKG．の

　mantraのpratikaであろう。ViS興S町£1とKG．については注79参照。なお，　X　mantraに類似のもの

　が，Apasta預ba磁antrapaζha　2、19．王4，狐r餌yake§i　Gghyasittra　2．13．1に見られるが，しかしdarviの語

　　は含まれていない。

83）　pgthivi　darvir　aksita　tgpti￥　svadhanupadasta　tarp　p：thivirp　darvim　aksitarp　t￥ptirp

　　　svadham　afiupadastam　agnir　iva　pgthivim　upajivasau　ye　catra　tvanv　esa　te　svadha　f

　　　antariksarp　darvir　aksita　tgptilj　svadhanupadasta　tam　antarik＄arp　darvim　aksitam　t；ptirp　svadham

　　　anupadastam　vayur　ivantarik＄am　upajlvasau　ye　catra　tvanv　e＄a　te　svadha　／

　　　dyaur　darvir　ak＄ita　tgptilj　svadhanupadasta　tam　divarp　darvim　aksit2pa　tgptirp　svadham
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anupadastarn　sifrya　iva　divam　ttpajivasau　ye　c2tra　tvanv　es2　te　svadha　／

なお，〔Caland　1893：73〕注2においてこのmantraが検討されている。

文脈はY盃頭avalkyaとGargi　V2caknaviとの村話である。

pwに示されているように，darvyamをdarvi若しくはdarviの対格と理解する。

［雁艮音IS　l969：74］。

6i

84）

85）

86）

87）darvi，　darviの用例はveda文献において他にも幾つかの用例があるが，以下のものも当問題に関わ

　るものである。Ca£urmおya祭のSakamedhaの文脈であるKS．36．10およびMS．1．10．16には，　darvi

　はNirgtiの手であるから，　darviによって献供することでNirgtiを宥めるという一二がある。ここで

　は祖霊p欺は書及されていないが，Nirgtiは死に関る神であるからpitgとの関りは認められよう。

88）　さらに，供物としてのdarviとは「炊かれた米が匙としてのdarviで掬われたままの物」，　pl鱒aとは

　「それが手で丸められて，やや間まった物」であるという相違を，爾者の定義に加えることも可能かも

　しれない。注69に示したvadhillaSS．　IO．　10．　20のpl⑩a酬一k；とは「丸める」の意にとることもできる。

　そうであるならば，vadhala派のPPYでは供物は掬われたままの形のものであることになる。なお・

　SBr．とBaudhSS．からはpl⑩aが丸められたものであるとは読み取れない。しかし，これらの文献や

　vadhalaSS．は微細な点に欝及しないことも多々あることから，手で丸める過程が示されていないか

　らといって，その行為の有無を決定する事はできない。なお注89に示すManSS．1．1．2．19の記述から

　も，同文獄にあって供物を丸める過程があったかどうかは明らかではない。

89）　MtinSS．1．1．2．i9／　darvyoddhgeyoddhavegu　pi“dan　Ridadhati　．．．　／

90）　このmantraに関しては，注29参照。

91）　Baudhayana派のPPYにおいてはDvaidhasittra［BaudhSS．20．21：474］に至って初めて，当該の

　mantraは言及されていないものの，ul無ukaの扱いが問題にされる。　Dvaidha6面tra部分はSrautasittra

　中心部分よりその成立が遅れるものである。3章のPPYにulmulcaの語もmantraも書及されていな

　い以上，　Baudhfiyana派§rautaで口承の三二の段階では，　PPYで当該の儀礼は行われていなかったもの

　と解釈する。

92）　［井狩1995：8］n23を参照。この断片はまだ出版されていない。詳細な研究はこれからであるが，

　二三は当該行為と類似のmantraについては確認した。

93）　翻訳は［Krick　l982＝75｝に示されている。

94）　AgSS．2．6．2，　MallSS．1．1．2．8，　BharSS．1．8．5，　ApSS．1．8．7．

95）　SBr．2．4．2．15（M）／1．3．3．13（1〈），SaftkhSS．4．4．2．

96）他に，Kau9．87．30でも類似の行為が見られるが，やはりulmukaに関る行為の際に上記のAV．

　18．2．28のmantraをpratikaで示す。

97）　上述したとおり二一d】は，BaudhSS．3薫には記されていない。　SBr．2．4．2．14一・15，　BharSS．1．8．5，

　ApSS．1．8．7，　SankhSS．　4．4．2から，線を熱する行為はmeksa“ahuti終了後，　pl廻a献供に先立つという

　枠組みを承した。担し線を引く行為は，vadhfilaSS．以【降のテキストではVadhfilaSS．と岡様に

　me’ksa？ahutiの直前である。なおAp§S．においては，1．7．13と1．8．8の行為規定が重複するという問

　題が起こっている。また，A§SS．ではPPYの留頭の2．6．2で当該のmantraを唱えて＃lmukaを南東に

　持って行くという規定があるが，2．6．9の線を引く行為とは結び付けられていない。ManSS．では，
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　VadhglaSS．と岡様にcaruの調理の後，　me樽a典hutiに先立って線を熱する行為が行われる。しかし，

　実はこのテキストでもlnterpo1韻。簸が指摘されている。［Caland　l893：5】参照。　VadhftlaSS．と

　ManSS．との近似性は他の簡所でも兇出されるが，当該の問題が一致する点も衝者の影響開係に基づ

　いている可能性がある。

98）V2dhalaSS．のGPYにおいても，mantraと行為規定の関係はPPYと同様である。

　　なお2．1．2．8のmantraの“asura　upasate＿”という後半部は2、12．9の行為に伴うmantraである

　と解釈する向きもあろうが，しかしVadlnilaSS．のmantra　e　I用法（［井狩1995：6］参照）を考慮する

　とそれは不可能である。

99）　倶し，BaudhSS．3．10：80．14にはこれ，に相当するyajusがない。

1GO）　TBr．1．3．20．5－6／pra盒avartate／hEk互hi　p三tara募／

101）　［Chaubey　1993：95］4．15．21に相当する簡所であるが，彼のテキストには従わない。新発見の写本

　に基づく井狩教授のテキストはまだ出版されていないが，今國は当該箇所の暫定テキストのみを紹介

　するにとどめる。

lG2）　この供物は他の文献ではpl奥aと呼ばれているが，　Vadh嚢laSS．にあっては名称を持たない。上記参

　照。
　　　　　　　　ユ　　　ヒ
loa）　　〔Einoo　1988’：256］

1駒　［Chattbey　l993113舵］。他に岡様の行為はSBr。（M）2．2．2．15，　Baudh§S．2．16＝6e．10，　Vadh亘la§S．

　1．1．3．29，ManSS．　i。5．3．6，　ApSS．5．11．5，　VtirahaSS。1．4．2．14などで規定されている。

105）KatySS．4．8．27，4．9．9。前者はその直前の息を吹き掛ける行為と対になっている。後考では，祭火

　の煙が回虫の方へ向けられる。

106）　　［Oldenberg　1916：337］。

1D7）　　［EiRoo　1988：256－259］。

1㈹　　AgSS．2．7．10／ag疎i卑pratyeyad　agne　tam　adyaSvapa　na　stomair　iti／

　　マ圭釈／pratyeyad　iti　vacanas巨marthyad　dak寧i琴amukhenatra　kiftc藍d　anuvrajanarp　karζavya恥／　‘agnま耶

　pratyey2d　agne　tam　ady巨§va甲　Ra　stomai麺’iti　（sic）　aviSe撃avacaRalp　da総1⑫gnlm　evetarayor

　vi§e＄abhi（肇hanat／

　　後述するKaugBr．のMPYの記述も，当sOtraのagnimとはA火であることを裏付ける。

109）　　〔Einoo　1988：259］。

110）　なお　VadhUlaSS．においてもMPYでは，眼蕾・二三が供えられる。〔Chaubey王993：4．13．2，28］参

　照。各文献のPPYとMPYにおいてこの二種の供物が規定されているか否かを整理すると，以下の表

　のようになる。［Einoo　1988＝262　f］参照。
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PPY

眼力・軟燭あり 眼膏・軟膏なし

眼膏

鮱Q

?り

　　　’WaudhSS．

@　　’aharSS．

@鼎　　　　　　’

@ApSS．

　TBr．

uadhulaSS．M
　
　
P
　
　
Y

眼下

諸p

ﾈし

一　　　　　　　　’

`SSS．

@　’lanSS．

　’@SBr．

hS蝕khSS．

@　　「jatySS．

　VAdhfilaSS．はTBr．とは同様であるが，　Taittiriya派の9rautastttraのなかでは異例である。本来PPY

　に存在していた規定が脱落したという可能性も否定しきれないが，現存の諸写本の段階においては脱

　落の跡は認められない。

111）　［Caland　1893：6｝では，　PPYの中心部分はAdhvaryu祭密ではなく，祭主自身によって執り行われ

　るとされている。BharSS．1．8．6，　ApSS．1．8．9等はこのことを明示するが，しかしTBr．，　SBr．，　Baudh－

　SS．はこれに欝及しない。　vadhitlaSS、も同様である。一般に9rautastitraにおいては主語が明示され

　ていなくとも，動詞がAtmnepadaであることによって行為者が祭主であることが理解される場合が

　ある。しかしvadh嚢la§S．のPPYにおいては，upaV－sthaを除いて，動詞の語形からは祭主の関与が読

　み取れない。なお，vadhGlaSS．3章の祭主の行為規定にPPYへの言及はない◎

略号（文献名を除く）

A火：AhavanIya強火

D火：Daksi濾gnl祭火；　Anvaharyapac　ana神火

DP　：DarSapdrnamasa

G火：Garhapatya　＆Y火

GPY　：　Gopitryajfia

PPY　：　Pirpdapit；yajfia

MPY　：　Mahapitgyajfia
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